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AB=18，BC=8，CD=17，DA =6 …… ① 







定して点 D を動かすと，点 D は一回転させることがで













この機構では辺 AB が固定されており，点 D を回転さ
せると，点 C は点 B を中心とし，辺 BC の長さを半径と
する定まった範囲の円弧を往復する。以下，この範囲を
求める。 






|AD－CD|＜ AC ＜ AD＋CD …… ② 
である。 
AC = |AD－CD| となるのは，図５の場合で， 
AC = AD＋CD となるのは，図６の場合である。 
 
 
いずれの場合も 3 点 A，C，D は一直線上に並ぶ。この
3 点 A，C，D が一直線上に並ぶ場合も含めると，不等
式②から線分 AC の長さの範囲は， 
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11 ≦ AC ≦ 23 
を得る。
一方，△ABC に着目すると，点 C の位置によらず，
常に AB＋BC = 26，| AB－BC | = 10 である。よって，
点 C の位置によらず，常に 
| AB－BC |＜ 11 ≦ AC ≦ 23 ＜ AB＋BC 
すなわち
|AB－BC|＜ AC ＜ AB＋BC 
が成り立つので，△ABC は常に存在する。 
θ = ∠ABC とおくと，△ABC において余弦定理か
ら，
cosθ= 18
ଶ ൅ 8ଶ െ ACଶ








288  = 
89
96
 = 0.92708… 
となり，三角比の表から θ ≒ 22° を得る。 
また，AC = 23 のとき（図６），θは最大となる。こ
のとき，③から




となる。ここで，cos ( 180°－θ ) = －cosθ であるか
ら，三角比の表により 180°－θ ≒ 61°となるので，
θ ≒ 119°を得る。 
したがって，点 C は辺 BC の長さを半径とする円弧を，

































日 時  2018 年 11 月 16 日（金） 
第１限（9：50 ～ 10：40） 
学 年 ・ 組  ４年 B 組 40 人 
単 元  図形と計量 










































































































































































































的論拠に基づいて判断するという図７の 学習過程 A1 
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